
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚 

和
歌
子
（
詩
人
）

　
　
海
の
彼
方
に
は  

も
う
探
さ
な
い  

輝
く
も

　
の
は 

い
つ
も
こ
こ
に 

わ
た
し
の
な
か
に 

見

　
つ
け
ら
れ
た
か
ら

　
あ
た
た
か
く
な
っ
て
雪
が
と
け
、
い
よ
い
よ
春
を

迎
え
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
春
の
お
彼
岸
や
節
句

な
ど
の
機
会
に
、
亡
き
方
に
想
い
を
馳
せ
つ
つ
、
境

内
や
集
落
の
墓
地
周
辺
に
植
え
ら
れ
た
花
々
を
愛
で

て
春
の
到
来
を
喜
ぶ
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
大
切
な
方
を
亡
く
す
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
誰

し
も
大
き
な
喪
失
感
を
感
じ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

突
然
の
別
れ
に
よ
っ
て
、「
い
た
は
ず
の
人
が
目
の

前
に
い
な
い
」
と
い
う
現
実
を
受
け
容
れ
る
の
に
時

間
が
か
か
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
こ
と
ば
は
、
国
民
的
ア
ニ
メ
映

画
で
あ
る
「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
の
主
題
歌
「
い

つ
も
何
度
で
も
」
の
歌
詞
の
最
後
の
一
節
で
す
。
木

村
弓
さ
ん
が
、
ラ
イ
ア
ー
と
呼
ば
れ
る
竪
琴
を
弾
き

な
が
ら
優
し
い
声
で
歌
う
こ
の
歌
を
聞
い
た
こ
と
の

平成 31 年 3月 15 日（金）発行

あ
る
方
は
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
こ
の
歌
の
歌

詞
の
中
に
、
大
切
な
方
を
亡
く
し
た
喪
失
感
を
癒
し
、

さ
ら
に
は
不
在
を
受
け
容
れ
る
力
が
あ
る
よ
う
に
思

う
の
で
す
。

　
大
切
な
方
と
死
別
し
た
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

枕
経
・
納
棺
・
火
葬
を
経
て
、
ご
遺
体
を
荼
毘
に
付

し
ま
す
。
火
葬
の
際
の
悲
し
み
は
、
亡
き
方
と
の
関

わ
り
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、「
も
う
こ
の
身
体
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
感
じ
、
身
を
引
き
裂

か
れ
る
よ
う
な
大
き
さ
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
皆
さ
ん
に
想
い
を
致
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

「
な
く
し
た
コ
ト
や
モ
ノ
」
だ
け
で
は
な
く
、「
遺
さ

れ
た
コ
コ
ロ
」
で
す
。
つ
ま
り
、「
肉
体
と
の
つ
な

が
り
が
絶
た
れ
た
と
し
て
も
、
亡
き
方
と
の
コ
コ
ロ

の
つ
な
が
り
は
残
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
か
け
て

く
れ
た
こ
と
ば
、
見
せ
て
く
れ
た
背
中
、
笑
顔
、
触

れ
た
手
の
ぬ
く
も
り…
。
そ
れ
ら
の
積
み
重
ね
が
思

い
出
・
記
憶
と
な
り
、
今
の
皆
さ
ん
の
人
生
や
人
格

形
成
の
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
通

夜
や
葬
儀
な
ど
の
一
連
の
御
弔
い
に
よ
っ
て
、
亡
き

方
を
海
の
彼
方
や
山
の
向
こ
う
に
身
送
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
の
は
定
め
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
切
な
輝
く

思
い
出
・
記
憶
が
皆
さ
ん
自
身
の
中
に
あ
る
こ
と
に

名
句
・
名
言
に
学
ぶ

◆「
月
例
写
経
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

三
月
二
十
四
日（
日
）、四
月
二
十
九
日（
月・祝
）、

五
月
二
十
六
日（
日
）　
午
後
一
時
〜
三
時

内
容―

ミ
ニ
法
話
〜
写
経
〜
法
座（
茶
話
会
　
参
加
自
由
）

場
所―

中
広
間
　
参
加
費―

五
百
円
　※

椅
子
席
あ
り
。

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

四
月
七
日（
日
）・二
十
日（
土
）、五
月
五
日（
日
）・十
九
日（
日
）

午
前
七
時
〜
八
時
半
　※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
午
前
六
時
半
集
合

内
容―

禅
語
紹
介
〜
坐
禅
〜
法
座（
茶
話
会
　
参
加
自
由
）

場
所―

中
広
間
　
参
加
費―

無
料
　
備
考―

椅
子
坐
禅
可
能

服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。（
ス
カ
ー
ト・ジ
ー
ン
ズ
不
可
）

（
平
成
三
十
一
年
三
月
〜
五
月
）

■
三
月
十
五
日（
金
）午
前
十
一
時
〜

「
涅
槃
会
法
要
」（
本
堂
）　※

恒
例
の「
だ
ん
ご
ま
き
」も
あ
り
ま
す
。

■
三
月
二
十
一
日（
春
分
の
日
）午
前
十
一
時
〜

「
春
季
彼
岸
会
法
要
」（
本
堂
）

※

同
日
午
後
二
時
よ
り
、永
代
供
養
墓
苑
合
同
供
養
祭
を
行
い
ま
す
。

（
平
成
三
十
一
年
三
月
〜
五
月
）

　
今
年
の
四
月
で
、
私
が
大
畑
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
八
年
目
と
な
り
ま
し

た
。
私
自
身
の
故
郷
へ
の
想
い
に
拍
車
が
か
か
っ
た
「
東
日
本
大
震
災
」

の
関
連
報
道
を
見
る
た
び
に
、
当
時
の
焦
り
、
悲
し
み
、
熱
い
想
い
が

蘇
っ
て
き
ま
す
。
初
心
を
忘
れ
ず
更
な
る
精
進
を
誓
い
ま
す
。（
副
住
職
）

平
成
三
十
一
年
六
月
上
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

◆「
写
仏
喫
茶
」（
予
約
不
要
）

日
時―

三
月
十
七
日（
日
）、五
月
十
九
日（
日
）午
後
三
時
〜
五
時

内
容―

説
明
〜
写
仏
〜
喫
茶
タ
イ
ム

場
所―

中
広
間
　
参
加
費―

三
百
円（
飲
み
物
代
含
む
）

※

仏
さ
ま
の
お
姿
が
描
か
れ
た
見
本
を
筆
ペ
ン
で
な
ぞ
り
書
き
し
ま
す
。

※

写
仏
終
了
後
は
、別
室
で
思
い
思
い
に
飲
み
物
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

仏
さ
ま
や
仏
教
に
つ
い
て
語
ら
い
ま
す
。
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ご
案
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曹洞宗宗務庁運営
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「花まつりの風景」（副住職担当）

曹洞宗テレホン法話
「心の電話」

曹洞宗東北管区教化センター運営
022-218-4444

行
事
予
告

気
づ
く
時
、
私
た
ち
は
悲
嘆
を
乗
り
越
え
る

力
を
得
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
花
が
花
芽
を
蓄
え
、
様
々
な

条
件
が
整
っ
た
時
に
花
を
咲
か
せ
る
の
と
同

じ
よ
う
に
、
私
た
ち
の
コ
コ
ロ
の
中
に
は
大

切
な
方
々
と
の
思
い
出
・
記
憶
が
し
っ
か
り

と
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
悲
し

み
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
表
に
出
し
て
水

を
や
り
、
亡
き
方
に
対
し
て
の
後
悔
が
あ
る

な
ら
ば
、
自
分
自
身
を
赦
す
こ
と
に
よ
っ
て

陽
の
光
を
当
て
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
春
を

彩
る
花
々
を
愛
で
な
が
ら
、
大
切
な
亡
き
方

の
こ
と
を
想
い
、
自
身
の
コ
コ
ロ
の
中
に
あ

る
か
け
が
え
の
な
い
花
を
育
て
、
ひ
い
て
は

咲
か
せ
る
春
と
し
た
い
も
の
で
す
。（
副
住
職
）

　　
　

　
　

　
　

※5月 11 日～ 20 日
「梅花の力」（副住職担当）

■
日
時
：
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
一
日
（
春
分
の
日
）

　
　
　  

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

■
場
所
：
大
安
寺 

本
堂

※

法
要
実
施
時
は
お
静
か
に
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
　

一
日
だ
け
の

海
さ
ん
の
墨
彩
画
展

　
今
や
恒
例
と
な
っ
た
、
青
森
市
在
住
の
墨
彩
画
家
・

池
田
海
さ
ん
の
展
示
販
売
会
が
春
の
お
彼
岸
の
中
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
地
蔵
さ
ま
や
観
音
さ
ま
な
ど

の
仏
さ
ま
を
題
材
に
し
た
、
や
わ
ら
か
な
タ
ッ
チ
で

描
か
れ
た
作
品
を
見
て
、
ほ
っ
こ
り
し
ま
せ
ん
か
？

〜
い
ま
、
つ
た
え
た
い
心
〜

　
お
釈
迦
さ
ま
の
誕
生
を
お
祝
い
す
る
恒
例
行
事
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
降
誕
会
法
要
、
甘
茶
か
け
・
振

る
舞
い
に
加
え
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
。

○
開
催
日
：
平
成
三
十
一
年
五
月
八
日
（
水
）

　
午
前
九
時
〜
午
後
二
時

○
共
催
：
大
安
寺
保
勝
会
　

○
釈
尊
降
誕
会
法
要
　
午
前
十
一
時
〜
／
本
堂
に
て

○
甘
茶
か
け
　
午
前
九
時
〜
／
本
堂
前
に
て

※

先
着
百
名
さ
ま
に
、
甘
茶
パ
ッ
ク
（
お
子
さ
ま
向
け
）
を
進
呈

○
お
茶
会
　
午
前
九
時
〜
午
後
二
時
／
茶
室
に
て

○
花
ま
つ
り
奉
納
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
　
ジ
ロ
ー
今
村 

他

○
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ル
シ
ェ

午
前
九
時
〜
午
後
二
時
ま
で
／
本
堂
前

大
安
寺

花
ま
つ
り

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ル
シ
ェ
出
店
要
項

・
出
店
料
：
千
円
／
区
画
：2m

×
2m

程
度※

テ
ン
ト
・

椅
子
・
机
は
ご
用
意
し
ま
す
。

※

参
加
申
し
込
み
は
、
五
月
五
日
（
日
）
ま
で
に
、
メ
ー

ル
（info@
daianji.jp

）、Fax

（0175-34-6426

）、
電

話
（080-2042-8337

）
に
て
、「
グ
ル
ー
プ
名
」「
代

表
者
氏
名
」「
電
話
番
号
」「
主
な
販
売
物
」
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。


